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【目的】小児一次救命処置（Pediatric Basic Life Support 以下、PBLS）技術演習時に学生の演習を動
画で撮影し、スクリーンに映しながら教員のフィードバックを組み込んだ試みについて報告する。
【方法】対象者は、A 大学看護学生 3 年生 91 名のうち演習日に出席した 89 名とした。演習方法は、5
名を 1 グループとして各グループ 1 名の撮影対象者を選出した。
　調査内容と方法は、演習を受講する前に、質問紙を配布した。質問項目は「演習内容の習得度」、
「今後も動画撮影を取り入れた演習を希望するか」など 10 項目で 4 段階のリッカートスケールで
回答を依頼した。また自由に感想を記述することとした。演習終了後1週間の留め置き法で回収し、
分析は、Microsoft Excel 2019 にて単純集計を行った。
　所属機関の倫理審査部会の承認を得た（2019-036）。学生には、研究の目的および協力は自由
意志であり、参加を拒否しても成績等への不利益はないことを文書と口頭で説明した。
【結果】89 名に配布し、42 名から回答があった（回収率 53.2％）。「演習内容の習得度」に対しては、
非常に習得できたと考える 50％、習得できたと考える 50％であった。「今後の演習も動画で振り
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1）対象者：「小児看護学援助論Ⅱ」を履修中の A 大学看護学生 3 年生 91 名のうち演習日に出席した
89 名である。
2）事前課題：本演習の直前に PBLS について講義を行った。講義後に PBLS アルゴリズム、小児の胸
骨圧迫と人工呼吸、小児の応急処置（異物除去）について事前レポートを課した上で本演習を行った。
3）使用物品と教室設営：モデル人形は、乳児一次救命処置人形で、胸骨圧迫、人工呼吸、異物除去ができる、
ベビーアンⓇ を 12 体、フェイスシールド、バスタオル、ストップウォッチを使用した。また、動画撮
影には、ipad3 台とスマートフォン 2 台を使用した。
　 演習場所は、一学年が収容できる大講義室にて行った。
4）演習方法：演習前の講義で、演習内容について学生に説明を行った。各 2 グループを担当教員 5 名
と 4 年生 4 名で担当し、合計 18 グループに分かれて実施した。
　 演習方法は、5 名を 1 グループとして各グループ 1 名の撮影対象者を選出した。撮影には、ipad と
スマートフォンを使用し、教員が撮影を行った。技術演習は学生全員が実施したが、各グループで学
生同士が話合いの基で撮影対象者を選出した。撮影対象者のみを教員が巡回し、講義内で全てのグルー




　 演習のタイムテーブルを表１に示す。学生 1 人の演習時間は 5 分とし、各グループ 1 人の撮影対象
者の撮影時間は 1 分とした。演習開始から 15 分間は、教員からの説明とデモンストレーションとし
た。心肺蘇生 30 分、動画撮影のフィードバックには 25 分、乳児の気道異物除去の説明と演習に 15 分、
学生からの感想を 5 分程度の配分とした（表１）。
表１　【演習タイムテーブル】








なお、Q １から 9 までは、「非常にそう思う」「そう思う」「そう思わない」「全く思わない」の 4 段階
のリッカートスケールで回答を依頼した。Q10 に対しては 10 点満点で演習の評価を点数で記入する
よう求めた。また自由記述項目は、自由に感想を記述することとした。
　 演習を受講する前に、質問紙を配布した。演習終了後 1 週間の留め置き法で回収した。












　演習に参加した A 大学看護学生 89 名に調査票を配布し、42 名より回答があった（回収率 47.2％）。
学生からの記述統計の結果は図 1 に示す。
1）演習への態度・取り組み
　 「演習への積極的に参加できた」について、非常にそう思う 21 名（50％）、そう思う 21 名（50％）であっ
た。
　 「演習に責任を持って参加できた」について、そう思う 25 名（59.5％）、非常にそう思う 14 名（33.3％）、
そう思わない 3 名（7.2％）であった。9 割以上の学生が責任感をもって参加できていた。
　 「これまでの演習より真剣に取り組むことができた」について、そう思う 22 名（52.4％）、非常にそ
う思う 11 名（26.2％）、そう思わない 9 名（21.4％）であった。約 8 割の学生が真剣に取り組んでい
たのに対し、2 割の学生が「そう思わない」と回答し、その 2 割の学生の自由記述には、「動画が本人
のみ見られたら動画の振り返りをしたいと思いました」という意見があった。
2）演習前の学習
　 「演習には予習をして参加できた」について、そう思う 19 名（45.2％）、非常にそう思う 11 名（26.2％）、
そう思わない 11 名（26.2％）、全く思わない 1 名（2.4％）であった。
3）グループ間の協力





　 「演習内容を習得できたか」について、非常にそう思う 21 名（50％）、そう思う 21 名（50％）であっ
た。今回の技術演習方法により、回答した学生の 100％が技術習得できたと感じていた。
　 「演習は難しかった」については、そう思う 22 名（52.4％）、そう思わない 10 名（23.8％）、非常
にそう思う 6 名（14.3％）であった。約 15％の学生が、演習を非常に難しいと感じていた。




　 「今後の演習も動画撮影をして振り返りを行いたい」について、非常にそう思う 7 名（16.7％）、そ
う思う 17 名（40.5％）、そう思わない 12 名（28.6％）、全く思わない 6 名（14.3％）であった。
　演習に対する満足度は 10 点満点で、平均 7.9（SD1.0）点であった。
7）学生からの動画撮影フィードバックに対する自由記述
　学生からの自由記述の内容を各文脈の意味内容を読み取りコード化を行い、質的記述的に分析を行っ
た。その結果、記録は 18 単位、24 コードからなる【動画撮影に対する肯定的意見と学び】と【動画
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Technical Exercises Attempts in Pediatric Basic Life Support Nursing 
Using Video Recording Feedback
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Abstract
Purpose： During the pediatric basic life support (PBLS) technical exercise, the student's practice 
was filmed and projected on the screen to give feedback from the teacher. We will examine 
to report on the attempts this technical exercise.
Method：We Target: 89 out of 91 third-year nursing students at University A who attended the 
exercise day. Survey content and method: Questionnaire was distributed before taking 
the exercise. We asked for answers on a 4-step Likert scale with 10 questions, such as 
"the degree of mastery of the exercise content" and "do you want to continue the exercise 
incorporating video recording?" In addition, I decided to freely describe my impressions. 
Analysis method: The data was simply aggregated using Microsoft Excel 2019. Ethical 
considerations: Obtained approval from the ethical review committee of the institution 
(2019-036). 
Result：It was distributed to 89 people, and 42 people responded (recovery rate 47.2%).
Regarding the "acquisition level of the exercise content", 50% thought that they could 
master it very much, and 50% thought that they could master it. When asked "Do you 
want to look back on future exercises with videos?", 17% agree very much, 40% agree, 
29% disagree, and 14% disagree at all. Satisfaction with the exercise averaged 7.9 (SD1.0) 
points. In the free description about the exercise, "I'm glad that it was an opportunity to 
objectively see my technique by shooting a video", "I was able to concentrate more than 
usual by shooting", "I wanted you to devise shooting" etc. there were.
Conclusion：Video recording was incorporated into PBLS exercises that require emergency 
response.
The result was a tense exercise, and all the students perceived that they were able to 
master the technique. 
Key words: Pediatric Basic Life Support , video recording,　feedback , Pediatric nursing

